
【応募作品の概要・要旨など】 ＊A4用紙１枚にフォントサイズ 10.5ptにて記載してください。 

 

作品の名称 

※20文字以内で記入 

ワンタッチメイクケース 
 

対象者の 

領域 

※該当する項目( )に〇を入れる。 

身体障害（○）、精神障害（ ）、発達障害（ ）、高齢者（ ）、 

その他（                        ） 

自助具の 

分類 

※該当する項目( )に〇を入れる。 

食事動作（ ）、整容動作（○）、更衣動作（ ）、排泄動作（ ）、入浴動作（ ）、 

コミュニケーション（ ）、趣味・余暇活動（ ）その他（               ） 

用具の種類 

※該当する項目( )に〇を入れる。 
 

工夫・改良品（○）、個別製作品（ ） 

※ 工夫・改良品市販品を工夫・改良し活用しやすくした物、個別製作品アイデアから個別に製作したオリジナルな物、  

とする 

応募作品の 

概要 

※作品の目的や効果、特徴、新規性・独創性（オリジナリティー）などを簡潔に記載する。 

 片麻痺の方を対象に、メイクを何処にいても手軽に行えるようにすることや、外出先での

メイク直しを可能とすることを目的とした、メイク道具である。付属してあるクリップ（ワ

ンキャッチ）にマスカラやグリッターを挟むことで、固定され、片手で蓋を捻り、開けるこ

とができる。また、蓋のついた小さめの容器を使って作成したことで、どこにでも持ち歩く

ことができる。さらに、長さがあまりないメイク用品であれば、この作品の中に入れて持ち

運ぶことができる。 

作品自体は非常に軽い素材を使って作成しており、持ち運びや使用する中で大きな力は必

要ない。また、クリップの固定する力が強く、滑り止めなどを用いて挟む部分を工夫してい

るため、片手の弱い力でもメイク道具を捻り、蓋を開けることができる。クリップの可動域

に幅があるため、多様な太さのメイク道具に対応させている。 

 

 

工夫した 

ポイント 

・容易に持ち運び出来るように、軽い素材を用いて作成した。また、滑り止めを使用して、よ

り小さな力でメイク道具を捻ることができるようにした。 

・持ち運ぶ際に、メイク道具も一緒に持ち運べると便利だと考え、小物入れのような蓋のつい

ている容器にクリップを固定することで、長さがあまりないメイク道具であれば、直接この作

品の中に入れて持ち運ぶことができるようにした。 

・材料は全て百均で買い揃えることができ、制作過程も簡単であるため、短時間で作ることが

できる。 

・外観は、固定する際に飛び出してしまうネジにデザイン性を持たせるために、ラインストー

ンを用いて飾り付けした。 
 

利用上の 

留意点 

※使用上の注意点、耐久性、衛生面といった留意点を記載する。 

・あまりにも太いメイク道具をクリップに挟もうとしたり、無理に外そうとしたりするとク

リップを固定している部分が緩くなってしまう可能性がある。 

・軽い素材を使用しているため、大きな負荷をかけたり、落としたりすると割れてしまう可能

性がある。 

 
 



【応募作品の紹介】＊A4用紙２枚以内にフォントサイズ 10.5ptにて記載してください。 

 

作

製

の

準

備 

※使用材質、道具、工具、材料費、などを記載する。 

使用材質…ワンタッチボトルケース、ワンキャッチ、おゆプラ、瞬間接着剤、ジェルインソール 

     マジックテープ、ストーンシール 

道具、工具…はさみ、桐、ネジ 

材料費…770円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応

募

作

品

の

特

徴 

 

 

 

 

※作品の外観、作り方・製作過程、活用場面について写真と説明文を用いて記載する。 

※画像は最大 10枚とし、自助具の特徴や使用状況が分かるような写真を使用する。 

 

1．作品の外観 

 

2．作り方・製作過程 

1, お湯プラを熱湯で温め、ワンキャッチにメイク道具がフィットするように型を取り、滑り止めにす

る。     

          
2, ボトルケースの側面に桐で穴を開けて、ワンキャッチをネジで固定する。 

      



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応

募

作

品

の

特

徴 

3, ボトルケースの底面にジェルインソールで滑り止めを作る。                               

                          

 

4, ボトルケースの開閉を行いやすいようにマジックテープを取り付け、外観にデザイン性を持たせる

ため、ストーンシールで飾り付けを行う。 

     

 

3．活用場面 

  

      

 メイク道具を固定する       キャップを外す         メイク開始 

 

・縦方向でも横方向でも使用可能で、力を加えやすい方向に応じて使い方を工夫できる。 

・マジックテープで蓋がしっかりと閉まるので、作品のなかにメイク道具を入れて持ち運ぶことも可能

である。 

・写真はマスカラを使用しているが、ワンキャッチの可動域が広めであり、さらに太いメイク道具でも

使用可能である。 

＜写真の使用に関して＞ ※該当する項目( )に〇を入れる。 

用いている写真に個人情報が含まれる場合： 

⇒対象者に同意を得ている（  ）、対象者に同意を得ていない（  ）、該当せず（○） 

※ご記入いただいた個人情報は、本コンテストの目的以外には一切使用致しません。 


